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ン
プ
給
水
施
設
が
多
い
こ
と
が
判
明
。

村
の
人
た
ち
は
ス
ペ
ア
の
部
品
を
買
う

た
め
に
1
日
か
け
て
州
都
の
リ
シ
ン
ガ

ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
近

く
で
部
品
が
買
え
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

た
ほ
か
、
修
理
技
師
の
育
成
、
相
手
国

機
関
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
、

ま
た
小
学
校
で
の
改
良
型
ト
イ
レ
建
設

と
教
師
・
生
徒
へ
の
ト
イ
レ
の
適
切
な

使
い
方
の
講
習
な
ど
を
行
い
、
水
・
衛

生
環
境
の
改
善
を
行
い
ま
し
た
」。

　
現
在
準
備
中
の
無
償
資
金
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
四
つ
の
郡
都
で
都
市

部
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
管
路
給
水

シ
ス
テ
ム
（
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
水

を
高
架
タ
ン
ク
に
溜
め
、
公
共
水
栓
や

各
家
庭
の
屋
外
水
栓
ま
で
水
道
管
で
給

水
す
る
シ
ス
テ
ム
）
を
新
た
に
導
入
し
、

村
落
部
で
は
ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
を
四
つ
の

郡
に
25
基
ず
つ
導
入
す
る
。「
安
全
な

水
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
人
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
、
こ
の
準
備
調
査
も

担
当
す
る
横
木
さ
ん
は
語
る
。

技術協力で建設したハンドポンプ
付深井戸給水施設。安全な水が
楽に手に入るようになった。

三
つ
の
分
野
が
連
携
し

栄
養
不
良
の
改
善
へ

　
こ
の
水
・
衛
生
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
農
業
分
野
、
保
健
分
野
の
技
術

協
力
も
加
わ
っ
て
、
J
I
C
A
が
ニ

ア
ッ
サ
州
で
母
子
慢
性
栄
養
不
良
の
改

善
に
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
だ
。

「
J
I
C
A
が
『
食
と
栄
養
の
ア
フ
リ

カ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
I
F
N
A
）』
で

と
く
に
推
奨
し
て
き
た
の
が
、
複
数
の

分
野
が
同
時
期
に
同
一
地
域
で
取
り
組

む
こ
と
。
ニ
ア
ッ
サ
州
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
そ
の
一
環
で
す
」
と
、
J
I
C
A

農
村
開
発
部
の
松
野
下
稔
さ
ん
は
語
る
。

　
19
年
は
合
同
の
現
状
調
査
が
行
わ
れ
、

上
図
の
よ
う
に
各
分
野
で
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
固
め
つ
つ
あ
り
、
ハ
ン
ド

ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
二
つ
の
郡
の
い
く

つ
か
の
村
で
は
、
保
健
チ
ー
ム
・
農
業

チ
ー
ム
と
協
力
し
て
活
動
を
行
う
よ
う

上：調査では、乳児の身長を測
定し栄養状態を確認した。
左：子どもたちに貧血がないかを
キットを使って検査した。

に
調
整
し
て
い
る
。

　
水
・
衛
生
分
野
の
協
力
を
行
っ
て
き

た
日
本
テ
ク
ノ
に
と
っ
て
、
栄
養
改
善

は
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
分
野
だ
。
19

年
11
月
に
J
I
C
A
が
開
催
し
た
能
力

強
化
研
修
「
栄
養
改
善
人
材
養
成
」
に

参
加
し
た
同
社
の
岡
根
史
佳
さ
ん
は
、

「
水
や
衛
生
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
下
痢

な
ど
の
疾
患
が
減
り
、
食
事
の
栄
養
が

し
っ
か
り
と
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
不
足
し
が
ち

な
野
菜
の
栽
培
の
推
奨
な
ど
、
農
業
や

保
健
分
野
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で

栄
養
改
善
の
効
果
が
上
が
る
こ
と
が
理

解
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
横
木
さ
ん
も
「
ド
ナ
ー
が
建
設
し
た

ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
給
水
施
設
が
壊
れ
て
も

修
理
せ
ず
に
、
川
な
ど
に
不
衛
生
な
水

を
汲
み
に
行
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
三
つ
の
分
野
が
同
時

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
安
全
な
水
が
子

安
全
な
水
を
届
け
る

継
続
的
な
協
力

　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
は
2
0
1
0

年
に
「
国
家
村
落
給
水
・
衛
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
策
定
し
、
15
年
ま
で
に
全
国

給
水
率
70
パ
ー
セ
ン
ト
達
成
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
実
現
す
る

こ
と
は
か
な
わ
ず
、
地
方
部
は
42
パ
ー

セ
ン
ト
、
と
く
に
北
部
に
位
置
す
る
ニ

ア
ッ
サ
州
は
37
パ
ー
セ
ン
ト
と
全
国
で

最
も
低
い
水
準
に
と
ど
ま
り
、
15
年
か

ら
の
政
府
5
カ
年
計
画
で
も
重
点
地
域

に
選
定
さ
れ
た
。

　
給
水
率
が
上
が
ら
な
い
理
由
の
一
つ

は
、
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
能
力
の

不
足
だ
。
そ
こ
で
J
I
C
A
は
13
年

か
ら
、
ニ
ア
ッ
サ
州
村
落
部
で
の
ハ
ン

ド
ポ
ン
プ
付
き
井
戸
の
建
設
と
運
営
・

維
持
管
理
体
制
の
構
築
を
支
援
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
請
け
負
っ

た
日
本
テ
ク
ノ
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、

横
木
昭
一
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
調
査
で
は
故
障
し
て
い
る
ハ
ン
ド
ポ
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村で使われていた水汲み場で水を汲む少女。

日本テクノ  取締役副社長
横木昭一（よこぎ・しょういち）さん（右）
日本テクノは1976年の設立以来、水分野の開発コン
サルタントとして途上国の地方給水、衛生改善、上
下水道の整備、技術協力プロジェクトに貢献してきた。

「ハンドポンプの水を活用したレンガ作りや畑作りに
取り組んでいる村もあるので、今回のプロジェクトでは
意識して農業分野の人たちと協力していきたい」。

ど
も
た
ち
の
栄
養
状
態
に
貢
献
す
る
こ

と
を
村
の
人
た
ち
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
井
戸
を
修
理
し
て
使
お
う

と
い
う
気
持
ち
が
ふ
く
ら
み
、
施
設
の

持
続
的
利
用
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

と
、
水
事
業
へ
の
よ
い
影
響
に
も
期
待

す
る
。

「
こ
う
し
た
協
力
は
、
多
分
野
で
の
支

援
に
基
づ
く
知
見
や
人
脈
が
あ
る

J
I
C
A
の
力
が
生
か
せ
る
と
こ
ろ
。

三
つ
の
分
野
が
同
時
に
協
力
で
き
れ
ば

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
は
ず
で
す
。

19
年
9
月
か
ら
は
、
現
地
に
栄
養
改
善

を
分
野
横
断
的
に
推
進
す
る
専
門
家
も

派
遣
さ
れ
て
お
り
、
各
分
野
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
調
整
を
行
う
予
定
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
」
と
松
野
下
さ
ん
は
気
を
引
き
締
め

て
い
る
。

ハンドポンプのスペアパーツ流通体制を構築し、郡職
員がモニタリングできるように在庫管理の指導を行う
岡根さん。「安全な水の適切な利用や衛生的な環境
がなぜ栄養改善につながるのかも、現場でしっかりと
伝えていきます」。

日本テクノ
技術本部プランニング部 課長補佐
岡根史佳（おかね・ふみか）さん（左から2人目）

Before

After
安心して

水が使えるわニアッサ州での取り組み

ニアッサ州で行われるマルチセクトラルプログラムの概要。母子慢性栄養不良の改善
という大きな目標に向かい、水・衛生、保健、農業の三つの分野がそれぞれにプロジェ
クトを実施すると同時に連携を図っていく。

母子慢性栄養不良の改善

農業分野
世帯レベルでの食料・
栄養確保の安定性と
生計向上

水・衛生分野
安全な水へのアクセ
ス改善、給水サービ
ス・衛生改善

保健分野
家庭での適切なケアと
フィーディング実践、栄養
教育へのアクセス向上

ニアッサ州政府の3分野の担当部局の連携強化

⃝研究改善
⃝普及サービス改善
⃝研究・普及連携改善

⃝母子手帳の導入
⃝栄養指導のできる人

材の育成・強化
⃝栄養教育の提供体

制強化

⃝給水施設の建設
⃝給水施設の維持
　管理の強化
⃝衛生知識の普及

適切な食事摂取 疾病の削減

村落内では衛生啓発活動も行った。

しっかり
手を洗おう！

水環境の改善と
農業・保健分野が連携

モザンビーク北部のニアッサ州では、
安全な水を安定して供給するためのJICAの協力が継続している。

そのニアッサ州で保健、農業分野でのプロジェクトを
同時に進め、包括的に栄養改善に取り組む動きが始まっている。

マルチセクトラルな取り組み

案件名
ニアッサ州持続的村落給水・衛生改善プロジェクト　2013年1月〜2017年3月
ニアッサ州地方給水施設建設計画準備調査（無償資金協力）　2019年2月〜2020年6月
ニアッサ州持続的給水システム及び衛生促進プロジェクト　2020年度開始予定 

栄養改善
食の不均衡に、みんなで挑む

特集

農業
・
食料保健 水・衛生


